































































































































るようになる（Manoff, 1987; Gamson et al., 1992: 























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































12 Shevardnadze, United Nation General Assembly, 28 
September 1988. 落合（2001: 173）は「チェリノブイリ
事故を契機として、ソ連のイニシアティブによって環境
を安全保障と結びつける動きが強まったと言われてい
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